
　榛東村では一人ひとりの人権が尊重される村づくりのため「榛東村人権教育推進協議会」を組織しています。
各種団体の代表者等が委員となり、村の人権教育推進事業について検討、協議等を行っています。全体会議で
は、榛東村人権教育推進協議会長である南村長、榛東村議会の生方議長からの挨拶や委嘱状の交付、昨年度の
事業報告等を行いました。
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　全体会議の後には、「学校人権教育部会」「社会人権教育部会」「広報部会」の各専門部会に分かれ、今
年度行う事業計画等について協議しました。具体的な内容は下のとおりです。
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人権擁護委員の取組
人権教室 ～だれかのことじゃない～
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　人権擁護委員は、人権相談を受けたり、人権尊重の考えを広めたりする活動をしている方々です。６月から７
月にかけて榛東村内の幼稚園、保育園、小学校、中学校で人権教室を開催しました。
　北部保育園と南幼稚園では全園児を対象に実施しました。劇をとおして、「おはよう」「ごめんね」「ありがと
う」などといった言葉は「友だちと仲良くなれる魔法の言葉だ」ということを伝えていました。また、別の劇で
は、みんなで力を合わせることの大切さを伝えていました。
　北小学校と南小学校では、「バンザイ！大きな花丸」という劇を行いました。「いい人とはどんな人？」という
問いかけに対して登場人物たちが答える形で劇が進んでいきました。「他の人のよさを見つけ、大切にできる人
がいい人。」という形で劇は締めくくられました。自分のよさや、他の人のよさについて考えるよいきっかけにな
ったと思います。
　榛東中学校ではオンラインで全学年を対象に「いじめの構造」について講話がありました。いじめは、「いじ
める人」だけでなくその様子を「はやし立てる人」「無関心でいる人」にも大きな問題があるという話に対して、
生徒たちが真剣に耳を傾ける様子が見られました。
　最後に、人権イメージキャラクターである「人KENまもる君」と「人KENあゆみちゃん」が登場し、一緒に人権
の歌「世界をしあわせに」を歌う活動もとり入れました。この歌の歌詞にもあるように、みんなで手をとりあ
い、みんながしあわせに生きることのできる世界を目指していく第一歩になったと思います。

保育園・幼稚園の様子 小学校の様子 中学校の様子日　時：８月２日（水）

会　場：南部コミュニティセンター

講　師：中部教育事務所スクールカウンセラー
　　　  スーパーバイザー
　　　  佐藤　絹恵 氏

演　題：不登校の子どもたちへの支援の在り方

　8月2日に榛東村内の教職員を対象とした人権同和教育講演会が中部教育事務所スクールカウン
セラースーパーバイザーの　佐藤 絹恵 氏　を講師としてお招きし開催されました。
　新型コロナウイルスによって失われたこの３年間により、人との付き合い方がわからない子どもた
ちが増えていることや、家庭環境が悪化したことにより、全国の不登校児の数が増加しているという
説明がありました。そういった現状を改善するために、「子どもたちの見せるSOSサインを見逃さない
こと」「学校全体で一丸となって対応していくこと」「子どもたちの話を共感しながらじっくり聴くこ
と」の必要性について、実例を交えながら、大変わかりやすくご講演いただきました。

　多くの自治会で4年ぶりの人権ビデオ視聴会が開催されました。この事業は地域ぐるみで人権を大
切にする意識を高めることを目的としています。今年度は「男らしい色？女らしい色？」という作品を
視聴しました。作品をとおして、自分らしくあることや、互いに認め合うことの大切さを感じることの
できる会となりました。
　参加者からは、「自分らしくあることの素晴らしさや、互いの違いを尊重することの大切さを学ぶ
ことができた、とても有意義な時間だった。」といった声がありました。

講演される佐藤 絹恵 氏
さとう きぬえ

さとう きぬえ

さとう きぬえ
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　今日の平和学習を通して、今まで私が知らなかった以上に広島では恐ろ
しく、つらいことがあったんだなと知ることができました。戦争が起きていた
頃の日本では、今の私たちとは違い、学校に行って勉強することはできず、
ずっと国のために働き続けなければいけない、とてもつらく、大変な思いをし
ていたということが分かりました。昔の人からしたら、私たちのこの生活はと
ても裕福なんだなと思いました。うらやましがられるのも、当然のことだと思
います。だからこそ、今の生活を当たり前だと思っている私たちは、本当の恐
ろしさを知らないんだなと思いました。平和記念公園にあったたくさんの碑
には、亡くなってしまった人の骨や名前など、いろんなものが埋められている
と知り、「この出来事を忘れたくない」という強い思いを感じることができまし
た。平和資料館では、亡くなってしまった人は、最後どんなことをしていたの
か、どのような苦しみにあっていたのか、詳しく知ることができました。私は、
それを見ているうちに、怖く、恐ろしく感じてしまいました。しかし、それを怖
いからといって見ないようにしていては、平和にはならないなと思いました。
一人ひとりが怖さを恐れずにその出来事を心に残して、どのような世界にし
ていきたいか考えることが大切だと思いました。

　私は碑めぐりや平和資料館、被爆者体験を聞いて、一番に思ったのが
「平和や日常、普通って当たり前じゃないんだ」ということだ。自分は学校を
休みたい、行きたくない、サボりたいと思ったことが何度もある。けれど、今日
やってきたことを通して、「生きるって普通じゃないんだ」と感じた。今では、ウ
クライナやロシアが戦争をやっていて、両国ともたくさんの死者を出してい
る。そのため、「平和ってなんだろう。本当の平和って何？」と思った。けれど、
今日を通して原因が分かった。それは各国が軍事力を持つこと、核兵器を持
つことだと分かった。やはり軍事力を持って平和を願うことはおかしいと思
う。だから、これからは若い私たちの手で「軍事力を持たない。核兵器を持た
ない」というのを目標に本当の平和をつかみ取りたいと思う。いつか広島に
ある火が消えますように。

　原爆ドームを初めて見たとき、僕はただただ驚いた。写真では何度も見た
ことがあるけれど実際に見てみるまでは、あれがたった一度の攻撃でああ
なってしまったということが信じられなかった。２年生後半からの平和学習
でおおよそのことは、知識として知っていた。広島で実物を見て、あまりのむ
ごさに息をのんだ。あれが人間だなんて信じられない。僕の胸中には恐れ
がいっぱいだった。真っ黒になってしまった人、ただれた肌の人...。教科書
やインターネットでは知りようのない確かなものがそこにあった気がした。し
かし、僕は広島に着いた直後は、核というものの恐ろしさを軽く見ていた。
心の中で甘く見ていた。まったくの勘違いだった。ここで亡くなられた方 に々
申し訳なくなった。自分の愚かさに怒りを覚えた。情けなくなった。核という
のは恐ろしい兵器だと本当の意味で知った。しかし、歴史で何が起きたか
を知っていたせいで、やるせなくなった。今の僕にはどうにも平和というもの
はわからない。だからこそ、考えていきたい。

宮田　咲来さん
みやた さくら

福間　博斗さん
ふくま ひろと

根岸　亮輔さん
ねぎし りょうすけ

平和について考える
榛東中学校では、今年度も修学旅行で広島に行ってきました。

平和記念公園や広島平和記念資料館の見学を通して生徒たちが感じた平和への思いを掲載します。

実際に自分で足を運んで、見聞きして学んだ平和の大切さ。
インターネットや本からではわからなかったこともたくさん学べたと思います。
今回の修学旅行で感じた平和への思いを大切にしていきたいですね。
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人権ポスター
優秀作品紹介

令和
５年度

　人権ポスターは、夏休みの課題として、村内の小学校５・６年生の
児童と中学校全学年の生徒に、制作を呼びかけています。あらゆる
差別やいじめの解消と、すべての人の人権が尊重され、平和で幸
せに暮らせる世界であってほしいという子どもたちの願いが、一枚
一枚の作品に込められています。
　今年度は３校で386名の子どもたちから作品の応募がありまし
た。12月6日から8日にかけて楽集センターで開催される人権パネ
ル展で全作品が展示される予定です。ここでは校内選考により優
秀作品に選ばれた14点を作者のメッセージとともに紹介します。

南小学校６年 武関 ひかりさん
　この作品を見て、少しの人でも、言葉選び
を間違えずに、困っている人には声をかける
ことができたら良いなと思います。

ぶせき

南小学校６年 武関 ひかりさん
　この作品を見て、少しの人でも、言葉選び
を間違えずに、困っている人には声をかける
ことができたら良いなと思います。

ぶせき

南小学校５年 畔見 優空さん
　なるべく明るい感じにしました。いじめ
にあった子も明るくなれたらなと思いま
す。

あぜみ ゆの

南小学校５年 畔見 優空さん
　なるべく明るい感じにしました。いじめ
にあった子も明るくなれたらなと思いま
す。

あぜみ ゆの

南小学校６年 渡邉 茉里歩さん
　このポスターを見て、少しでも高齢者にや
さしく接する人が増えてほしい。そして高齢
者の笑顔を増やしたいと思います。

わたなべ まりあ

南小学校６年 渡邉 茉里歩さん
　このポスターを見て、少しでも高齢者にや
さしく接する人が増えてほしい。そして高齢
者の笑顔を増やしたいと思います。

わたなべ まりあ

北小学校５年 押川 綾音さん
　みんながやさしい心になり、日本を、世界
をいじめ無しをめざしたいです。やさしい地
球になり、楽しい未来へつなげたいです。

おしかわ あやね

北小学校５年 押川 綾音さん
　みんながやさしい心になり、日本を、世界
をいじめ無しをめざしたいです。やさしい地
球になり、楽しい未来へつなげたいです。

おしかわ あやね

北小学校５年 鈴木 遥香さん
　イジメているのに、イジメていないと言
わないでほしい思いを、文字であらわし
た。

すずき はるか

北小学校５年 鈴木 遥香さん
　イジメているのに、イジメていないと言
わないでほしい思いを、文字であらわし
た。

すずき はるか

南小学校５年 野澤 康太さん
　言葉は消せないから、かるい気持ちで悪
口を言ってはいけないということを伝えた
い。

のざわ こうた

南小学校５年 野澤 康太さん
　言葉は消せないから、かるい気持ちで悪
口を言ってはいけないということを伝えた
い。

のざわ こうた

榛東中学校３年 小野関 千優さん
　明るい未来を、たくさんのひまわりと女
の子たちが見ているのを表現しました。ひ
まわりが私たちの未来を明るく照らしてく
れるのを願っています。

おのぜき ちひろ

榛東中学校３年 小野関 千優さん
　明るい未来を、たくさんのひまわりと女
の子たちが見ているのを表現しました。ひ
まわりが私たちの未来を明るく照らしてく
れるのを願っています。

おのぜき ちひろ

榛東中学校１年 萩原 理奈さん
　世界の人々がネットを使っている時代。
海と空のようにネットは世界と繋がってい
るので、ネット上での人権尊重は大切だと
思います。

はぎわら りな

榛東中学校１年 萩原 理奈さん
　世界の人々がネットを使っている時代。
海と空のようにネットは世界と繋がってい
るので、ネット上での人権尊重は大切だと
思います。

はぎわら りな

榛東中学校２年 安藤 実咲さん
　世界では、私たちのような普通で平和な暮らしが
できない人々がいるので、すべての人々の平和な暮
らしを願って描きました。

あんどう みさき

榛東中学校２年 安藤 実咲さん
　世界では、私たちのような普通で平和な暮らしが
できない人々がいるので、すべての人々の平和な暮
らしを願って描きました。

あんどう みさき

榛東中学校３年 深津 希乃愛さん
　あたたかい心遣い、だれかのために頑張る、そんな
想いがシャボン玉のようにどこまでも飛んで届いて
ほしいという願いを込めました。

ふかつ ののあ

榛東中学校３年 深津 希乃愛さん
　あたたかい心遣い、だれかのために頑張る、そんな
想いがシャボン玉のようにどこまでも飛んで届いて
ほしいという願いを込めました。

ふかつ ののあ

榛東中学校２年 宮　 望愛さん
　無視することはいじめのはじまりであり、やってよ
いことではないという気持ちを込めて描きました。

みやざき のあ

榛東中学校２年 宮　 望愛さん
　無視することはいじめのはじまりであり、やってよ
いことではないという気持ちを込めて描きました。

みやざき のあ

北小学校６年 酒井 結衣さん
　これから生まれてくる赤ちゃん達にも個性があ
り、新しい世界で自分らしく生きることの喜びを
感じてもらいたいなと思いました。

さかい ゆい

北小学校６年 酒井 結衣さん
　これから生まれてくる赤ちゃん達にも個性があ
り、新しい世界で自分らしく生きることの喜びを
感じてもらいたいなと思いました。

さかい ゆい

北小学校６年 都筑 葉音さん
　辛いことや大変なことが多い世界だけど、みん
なが幸せに、笑顔で安心して暮らせる世界になる
といいなという思いで描きました。

つづき はのん

北小学校６年 都筑 葉音さん
　辛いことや大変なことが多い世界だけど、みん
なが幸せに、笑顔で安心して暮らせる世界になる
といいなという思いで描きました。

つづき はのん

のぶさわ ふうかのぶさわ ふうか

榛東中学校１年 信澤 風花さん
　みんな一人ひとりすてきな個性をもって
いるから、みんながみんならしく生きていっ
てほしいという思いを込めて描きました。

のぶさわ ふうかのぶさわ ふうかのぶさわ ふうか

榛東中学校１年 信澤 風花さん
　みんな一人ひとりすてきな個性をもって
いるから、みんながみんならしく生きていっ
てほしいという思いを込めて描きました。

６






